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はじめに
65歳以上人口は特に1960年代以降世界的規模で増加し続けているO 世界的には60歳以上人口
の総人口に対する比率は、 1950年 8.1%、2000年 10.0%と増加し、 2050年には22.1%と推計
されているIl。日本では、 2003年9月現在65歳以上人口は推計で2431万人、総人口12769万人の






























































者サービスとしている O この点が日本との大きな差異である O
アメリカ図書館協会 CAmericanLibrary Association: ALA)は1964年、「高齢者への図書
館の責務J"The Library's Responsibility to the Aging"を採択し、高齢者に関わるALA
の見解を明らかにした。その後1971年と1981年に改訂している。これを高齢者への図書館サー
ビスの理念として、この理念に基づく実際の活動についてのガイドライン“Guidelinesfor 
Library Services to an Aging Population"を1975年に作成した。このガイドラインは1987年、
1999年に改訂されている o 1987年改訂ではタイトルを“Guidelinesfor Library Service to 
Older Adults"と変更し、内容も全面的に改訂された。 1999年の改訂は1992年の障害者法
Disabilities Actの成立とコンビュータの普及が主たる原因であった。名称も“LibrarySer-


































(Howard Yale McCl usky )のものがあるO マクラスキーは教育的ニーズとして次の 4点を挙
げるO
1.対応するニーズ CopingN eeds ;現実に対応してL、く最低限のニーズ
2. 自己実現のニーズ Expressive N eeds ;人生の後半に表現力が開放されるO
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*ビューリガード区図書館(アメリカ合衆国、ルイジアナ州)I高齢者アウトリーチ・サー
ビスJ Beauregard Parish Library， DeRidder， Louisiana “Senior Outreach Service" 
学習及び娯楽プログラムで、図書、ゲーム、歌などを高齢者が集まる場所で提供するO
*ブルックリン公立図書館(アメリカ合衆国、ニューヨーク州)I高齢者への図書館サービ
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